
本
よ
り
も
効
果
的
に
支
援
が
で
き
る
例
が

多
々
あ
る
。
タ
イ
で
は
、
都
市
部
で
大
規

模
な
養
豚
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
一
方
、

農
村
部
で
は
家
族
単
位
に
よ
る
小
規
模
な

養
豚
経
営
が
行
わ
れ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

と
っ
て
参
考
に
な
る
点
が
多
い
か
ら
だ
。

ビ
サ
ン
氏
が
働
く
家
畜
改
良
・
研
究
セ
ン

タ
ー
も
、
貧
農
対
策
の
一
環
と
し
て
小
規

模
養
豚
経
営
を
支
援
し
て
お
り
、
生
産
性

と
収
入
向
上
を
目
指
し
た
技
術
開
発
・
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

私
は
い
つ
も
、「
周
辺
国
に
は
気
軽
に
出

掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
ア
フ
リ
カ
へ
も
行
っ
て

も
ら
わ
な
い
と
」
と
タ
イ
の
関
係

者
に
ハ
ッ
パ
を
掛
け
て
い
る
。
タ

イ
の
よ
う
に
援
助
か
ら
卒
業
し
つ

つ
あ
る
国
と
の
こ
れ
か
ら
の
付
き

合
い
方
は
、
援
助
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
連
携
す
る
方
向
へ
積
極
的

に
シ
フ
ト
す
べ
き
だ
ろ
う
。
有
効

性
と
効
率
性
の
点
か
ら
適
切
な
分

野
を
探
れ
ば
、
連
携
で
き
る
こ
と

は
い
く
つ
も
あ
る
は
ず
だ
。

今
回
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を

通
じ
た
タ
イ
と
ア
フ
リ
カ
諸
国
と

の
つ
な
が
り
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

エ
チ
オ
ピ
ア
の
農
村
支
援
体
制
強

化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
05

年
と
06
年
に
、
日
本
で
の
研
修
の

ThailandZambia
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アジアの農業経験を
アフリカへ
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すくすくと育つ子豚。06年9月から展示活動も行われている

タイで小規模養豚経営の指導をしているビサン・スリスリヤ氏
が、ザンビアでJICAが実施中の農村開発プロジェクトの短期
専門家として活動した。アジアの経験をアフリカへ――JICA
を通じた双方のつながりが広がっている。

タ
イ
の
養
豚
専
門
家
が

ザ
ン
ビ
ア
へ

ビサン氏は現地に合った養豚技術を普及するため、農協大
学圃場長や技術者と何度も議論を重ねた

タ
イ
の
農
業
省
畜
産
振
興
局
家
畜
改

良
・
研
究
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
ビ
サ

ン
・
ス
リ
ス
リ
ヤ
氏
が
、
ザ
ン
ビ
ア
の

「
孤
立
地
域
参
加
型
村
落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（P

aV
iD
IA

）」
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
短
期
専
門

家
と
し
て
２
０
０
６
年
６
月
か
ら
約
２
カ

月
間
活
動
し
た
。P

aV
iD
IA

で
は
、
孤
立

し
た
地
域
の
村
民
の
能
力
を
強
化
し
、
彼

ら
が
自
立
的
に
村
落
開
発
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
低
所
得
と
食
料
不

足
が
深
刻
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

P
aV
iD
IA

は
持
続
的
農
業
を
推
進
し
、
農

業
振
興
に
よ
る
収
入
創
出
活
動
を
促
進
し

て
い
る
。

ザ
ン
ビ
ア
の

小
農
の
多
く
は

天
水
に
頼
る
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の

一
毛
作
を
続
け

て
い
る
。
し
か

し
干
ば
つ
や
土

壌
劣
化
、
化
成

肥
料
な
ど
の
調

達
が
困
難
な
ど

の
理
由
か
ら
生

産
性
が
低
く
、

農
家
経
営
は
不

安
定
だ
。
そ
こ

でP
a
V
iD
IA

で

は
、
持
続
的
農

業
推
進
の
一
環

と
し
て
、
畜
産

の
振
興
に
よ
る

小
規
模
複
合
経

営
を
推
奨
し
、

小
規
模
畜
産
分

野
（
小
規
模
養

豚
と
ヤ
ギ
飼

育
）
の
短
期
専

門
家
を
求
め
て
い
た
。

そ
の
専
門
家
に
は
、
途
上
国
の
現
状
を

理
解
し
、
小
規
模
養
豚
の
技
術
普
及
の
経

験
者
で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

P
aV
iD
IA

の
高
橋
順
二
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
タ
イ
お
よ

び
周
辺
国
に
お
け
る
家
畜
疾
病
防
除
計
画
」

の
専
門
家
で
あ
る
私
が
、
ア
ジ
ア
の
農
業 PaViDIAで研修に集まったザンビアの農村女性。村民にとって農業振興による所得向上と食料増産が課題だ

豚舎の前で養豚技術を指導するビサン氏（右）

帰
路
に
研
修
員
が
タ
イ
に
立
ち
寄
り
、
研

究
機
関
な
ど
で
技
術
交
換
を
行
っ
た
。
今

後
、
種
子
栽
培
の
タ
イ
人
専
門
家
が
エ
チ

オ
ピ
ア
に
派
遣
さ
れ
る
予
定
も
あ
る
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
ア
フ
リ
カ
６
カ
国
と
タ
イ

の
４
つ
の
機
関
が
互
い
の
知
見
を
共
有
し

た
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
知
識
共
創
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
A
A
K
C
P
）
農
村
開
発
サ
ブ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
タ
イ
の
カ
セ
サ
ー
ト
大
学

教
員
が
農
村
女
性
研
修
の
講
師
と
し
て
ケ

ニ
ア
に
招
へ
い
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
研
修
※

な
ど
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
双
方
に
と
っ

て
実
り
の
あ
る
技
術
協
力
が
多
く
芽
吹
い

て
お
り
、
着
実
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
強
く
願
っ
て
い
る
。

※
「
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ：

ア
フ
リ
カ
人
づ
く
り
拠
点
」
は
、

ア
フ
リ
カ
の
貧
困
削
減
と
社
会
経
済
開
発
を
担
う
人
材

育
成
を
目
的
に
日
本
の
支
援
で
設
立
さ
れ
た
機
関
。
研

究
や
研
修
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

行
っ
た
。
ビ
サ
ン
氏
の
帰
国
後
、
現
地
で

は
展
示
圃
の
豚
舎
建
設
や
豚
の
搬
入
が
終

わ
り
、
９
月
か
ら
展
示
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
農
業
・
協
同
組
合
省
の
農
業
次
官

が
農
協
大
学
を
訪
れ
て
新
し
い
小
規
模
養

豚
展
示
を
視
察
し
、
今
後
の
小
規
模
養
豚

の
普
及
事
業
の
展
開
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
た
。

ビ
サ
ン
氏
の
活
動
は
２
カ
月
間
と
短
い

も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
地
に
適
応
す
る
小

規
模
養
豚
技
術
を
追
求
す
る
姿
勢
が
ザ
ン

ビ
ア
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。
農
業
分
野

で
は
、
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
ほ
う
が
日

開
発
経
験
を
ア
フ
リ
カ
に
適
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
末
、
こ
の
要
件
に
ま
さ
に
ぴ

っ
た
り
合
っ
た
ビ
サ
ン
氏
が
第
三
国
専
門

家
と
し
て
現
地
へ
赴
い
た
。

ビ
サ
ン
氏
は
展
示
圃
の
あ
る
農
協
大
学

を
拠
点
に
、
同
農
場
長
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
と
し
、
持
続
的
農
業
担
当
の
日
本
人

専
門
家
と
連
携
し
て
活
動
を
進
め
、
優
良

養
豚
農
家
と
畜
産
試
験
研
究
機
関
で
技
術

調
査
、
農
協
大
学
の
小
規
模
養
豚
展
示
の

設
計
・
設
置
、
小
規
模
養
豚
と
改
良
ヤ
ギ

飼
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
原
稿
案
作
成
な
ど
を

タ
イ
と
ア
フ
リ
カ
の
懸
け
橋
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